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久しい 間 辺卑な 田舎で 暮 した 上句な ので、 斯うして 

東京に 来て 見る と 僕 は、 何 を 見ても、 何処 を 訪れても、 

面白く、 刺戟が 爽 かで、 愉快で く、 毎日々々 天気 さ 

へ 好ければ ピ ョ ン くと 出歩いて 寧日な き 楽天家 だ、 

金貨 だって？ そいつ はま あ 無い 日の 方が 多い けれど、 

無ければ 無いで 公園 を 散歩す る、 スポ— ッを 見物す る、 

友達のと ころから ォ— ト バイ を 借りて 来て 矢 鱧に 街 中 

を 駆け 廻って、 気分 を晴 し、 同時に 見聞 を 広める …… 。 

「厭々々々！ 公園の 散歩なん ては决 してお 供 はした 



の 人々 を 振り返ったり …… 断然、 そんな 退屈な 田舎と 

は 違 つて I 

「聞きたくない わよ。 —— 」 

「だけど 今日は 珍しく 金貨 を 持って ゐ るんだ よ、 今 直 

ぐなら ば …… 」 

「ほんとう！」 

と 彼女 は 叫びました。 「パラソルと 水着 位 ひなら 買 

つ て 貰へ る？」 

「好い 水着 を 見つけて おいた よ。 セ イラ ァ. パンツの 

ついた やつでね、 うちの 細君 もね、 そいつ を ひと 目 見 

たらす つかり 気に入り 若返って、 あんなの を 着て メイ 



と ー処に 海辺で 遊べる 日が 待ち遠しい！ と 云って ゐ 

ると， 」 ろ さ。」 

「買って/ \、 それ を！」 

「今日なら、 その他に 踵の 高い 靴 も 買って やれる だら 

うご 

「直ぐに、 この 次の 汽車で 行く わ —— 」 

「では 東京 駅で 待って ゐて やらう ご 

それで、 その 長距離電話 は 切れました。 メイと いふ 

の は 私達が つ ぃ此 間まで 住んで ゐた 寂しい 海辺の 村の 

「マメ イド」 と 私達が 称び 慣れた 貧しい 酒屋の 娘で あ 

ります。 私 は 村に 住んで ゐた 日の 限り、 メイ や メイの 



父親に 少なからぬ 厄介 を かけた のでした。 

私 は屢々 酒に 酔 ふて、 メイ を 指差し、 芝居 ファ ウス 

トの 科白 を 口真似し たりして、 

「体 は 離れても 魂 は 離れ ませぬ ぞ、 マ ー ガレットの 口 

唇が —— 」 

とい ふところ を、 わざと、 この マメ イドの と 云 

ひ換 へて、 

「 II 神体に 触れても 嫉 ましい わい ご 

など、 戯れたり した ことがある 位 ひ、 美しい 娘です。 

二 



云 ふまで もな く、 そんな こと を 私が 唸ったり したと 

は 云へ 私が 彼女に 対して 特別な 関心 を 抱いた！ とか、 

などと いふ 重苦しい 話で はない こと は、 はっきりと 断 

つて 置きます、 私 はそんな こと を 云って た、 V 彼女の 価 

値 を 吹聴した までの ことで、 天晴れ 私 は 私の 妻と 共々 

に 常々 彼女 を 私達の 朗 かな 友達と して 推賞して ゐるだ 

けの ことなの です。 だから 私達 は、 この 時 だって、 斯 

んな こと を 話 合って ゐ ました。 

「メイち やん を —— 此方の 友達に 紹介し よ うぢ やな い 



と、 その 前に、 そんなの を 買って、 お湯に 入って、 其 

処の 美容院へ 伴れ てって やる わ、 あたし は 未だ 一度 も 

行った 事 はな いんだ けれど —— あんた y け を …… 」 

「嬉しい/ \ ！」 

メイ子 は 手を叩く 格 構 をし ました。 妻 は 何故か 大変 

に 調子 づ いて 時々 私が、 洋服 を 買 ふの は少々 無理 だ よ 

—— とか、 俺 は 今夜 は 何某と 共に 酒場へ 行く 約束が あ 

るの だが —— など、 眩いた にも 拘 はらず、 決して 聞え 

ぬ 風で、 浮々 と 買物の 話ば かリ をす、 めて ゐ ました。 

「早くし なければ 飲まれて しま ふ 位ゐの ものなん だか 

ら、 出来るだけ 手 ッ取リ ば やくしなければ つまらない 



「困った な、 俺 は 」 

r ぢゃ、 その ま、 鉄道便で 送り返したら 何うな の？」 

「でも、 折角 メイ ちゃんが 持って来 たもの を …… ？」 

「煩いの が、 始まった！ —— あたし 達 行って 来る か 

ら、 ゆっくり 考へ てい らっしゃ いご 

「このま 、 ？」 

「だって、 そんな もの を 担いで 伴いて 来られた つて、 

あなた ゾ つて 此方 だって 困る ぢ やない の？」 

「 一 体 何分 位 ひか、 る — 」 

「お湯に 入ったり 何 かして 来 るんだ から、 二 時間 位 ひ 

はか、 るで せう ね。 —— 充分 考 へる 暇が ある ぢゃ あり 



ません かご 

「あれ —— あたし だって、 仲々 厄介だった わよ、 持つ 

て 来る のに —— 。 折角 持って来 てあげて、 あんな 顔な 

ん てされ てゐ るん ぢゃ つまらなかった わご 

「ほんとうにね —— メイち やん ご 

r ぢゃ、 二 時間 だね。 大丈夫 二 時間 だね、 二 時間 目に 

此処で 出会 ふこと にしよう —— よし ッ、 行って 来 給 

へ ご 

と 私 は 気分 を 取り直して、 二人の レディ を 快よ く 見 

送り、 

「では、 その 間 俺 は、 何処かの 地下室で 時 を 消して 来 



よう。」 

と 眩きながら、 妙に 細長い 箱 を 抱へ て、 すた/ \ と 

大股で 待合 所 を 出て 行きました。 
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